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今
後
の
離
島
振
興
を
考
え
る

―
隠
岐
の
島
町
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら

離
島
振
興
法
が
改
正
さ
れ
、
新
し
く
法
条

文
な
ど
に
盛
り
込
ま
れ
た
項
目
に
対
し
、
本

財
団
で
は
離
島
の
現
況
と
共
通
す
る
課
題
の

把
握
、
解
決
に
向
け
て
必
要
な
対
策
な
ど
に

つ
い
て
、
現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
通
し
て

調
査
研
究
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
令
和
五
年
三
月
七
～
九
日
に

島
根
県
隠お

岐き

の
島
町
を
訪
問
し
、
離
島
航
路

就
航
船
舶
の
公
的
建
造
、
生
活
必
需
物
資
輸

送
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た

内
容
を
基
に
、
今
後
求
め
ら
れ
る
方
策
な
ど

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

隠
岐
広
域
連
合

―
隠
岐
四
町
村
の
生
活
を
支
え
る
組
織

隠
岐
の
島
町
都つ

万ま

地
区
に
あ
る
「
隠
岐
広

岐
諸
島
と
本
土
を
結
ぶ
航
路
を
運
航
す
る
船

舶
の
中
で
、「
フ
ェ
リ
ー
お
き
」
と
「
レ
イ
ン

ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
（
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
）」
を
広

域
連
合
が
所
有
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
に
二
隻
建
造
さ
れ
た
超
高

速
旅
客
船
の「
レ
イ
ン
ボ
ー
」「
レ
イ
ン
ボ
ー

２
」
は
、
当
時
の
隠
岐
七
カ
町
村
が
「
ふ
る

さ
と
創
生
資
金
」
か
ら
拠
出
し
て
設
立
し
た

隠
岐
振
興
が
建
造
し
、
隠
岐
汽
船
株
式
会
社

（
後
述
）
に
リ
ー
ス
し
て
運
航
す
る
と
い
う
公

設
民
営
ス
タ
イ
ル
の
先
駆
け
と
も
い
え
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
一
九
年
に
経

営
難
と
な
っ
て
い
た
隠
岐
汽
船
か
ら
フ
ェ
リ

ー
を
買
い
取
り
、
無
償
貸
与
し
て
運
航
を
維

持
し
た
経
緯
が
あ
る
。
な
お
、「
レ
イ
ン
ボ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
」
は
、
当
初
か
ら
広
域
連
合
所
有

を
前
提
で
買
い
取
り
、
こ
ち
ら
は
指
定
管
理

料
を
支
払
い
運
航
委
託
し
て
い
る
。

隠
岐
航
路
を
走
る
船
舶
は
、
い
ず
れ
も
老

朽
化
し
て
お
り
、
順
次
船
舶
更
新
を
迎
え
る
。

す
で
に
「
フ
ェ
リ
ー
し
ら
し
ま
」
の
令
和
八

年
度
更
新
計
画
が
進
行
中
で
あ
り
、
そ
の
後

仲
田 

成
徳

域
連
合
」
事
務
局
に
、
川
崎
康
久
副
連
合
長
、

和
田
哲
也
総
務
課
長
、
木
村
靖
志
同
企
画
財

政
係
長
、小
中 

凌
介
護
保
険
課
副
主
任
を
訪

ね
た
。

隠
岐
広
域
連
合
は
平
成
一
一
年
発
足
で
、

隠
岐
島ど

う

後ご

町
村
組
合
や
株
式
会
社
隠
岐
振
興

（
第
三
セ
ク
タ
ー
）
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
、島
根

県
離
島
振
興
協
議
会
の
事
務
局
も
受
け
持
っ

て
い
る
。
旧
都
万
村
役
場
の
あ
っ
た
庁
舎
に

事
務
局
を
構
え
、
こ
こ
だ
け
で
川
崎
副
連
合

長
以
下
一
六
人
の
職
員
が
従
事
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
島
後
の
「
隠
岐
病
院
」、西
ノ
島
の

「
隠
岐
島ど

う

前ぜ
ん

病
院
」、障
が
い
者
支
援
施
設「
仁に

万ま

の
里
」
な
ど
多
く
の
現
場
を
運
営
し
、
介

護
保
険
業
務
、
広
域
消
防
業
務
な
ど
を
所
管

し
て
い
る
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
の
は
、
隠

報
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八
パ
ー
セ
ン
ト
、
今
年
度
は
三
六
パ
ー
セ
ン

ト
に
ま
で
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

木
下
典
久
社
長
、
高
梨 

茂
業
務
部
長
、
吉

田
恒
則
海
工
務
部
長
に
よ
る
と
、
近
年
は
乗

組
員
を
は
じ
め
人
員
不
足
に
も
悩
ま
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
主
な
人
材
供
給
元
で
あ
る
県

立
隠
岐
水
産
高
校
卒
業
生
の
入
社
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
一
因
で
、
ク
ラ
ス
の
う
ち
八

人
ほ
ど
が
専
攻
科
（
卒
業
後
、三
級
以
上
の
海
技

士
資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
進
学
。
本
号
一
〇
六
ペ

ー
ジ
参
照
）
へ
進
む
が
、そ
の
う
ち
隠
岐
出
身

者
は
二
～
三
人
程
度
で
、
大
半
の
卒
業
生
が

本
土
へ
戻
っ
て
し
ま
う
。
島
前
地
区
で
は
地

上
係
員
が
不
足
す
る
こ
と
も
あ
り
、
海あ

士ま

町

で
は
「
海
士
町
複
業
協
同
組
合
（
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
）」
か
ら
派
遣
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

平
成
一
七
年
に
航
路
経
営
が
厳
し
く
な
り
、

離
島
航
路
補
助
申
請
の
手
前
ま
で
陥
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
近
年
、
県
と
隠
岐
四
町
村
か
ら

燃
料
費
の
支
援
な
ど
を
受
け
て
い
る
。
ジ
ェ

ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
は
一
時
間
航
行
す
る
の
に
ド

報告

も「
フ
ェ
リ
ー
く
に
が
」「
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ

ッ
ト
」
と
続
く
見
込
み
で
あ
る
。
建
造
に
は

行
政
に
よ
る
公
的
支
援
が
避
け
ら
れ
な
い
も

の
と
思
わ
れ
、
主
な
財
源
と
し
て
は
過
疎
債

が
充
て
ら
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。
な
お
、
島

前
三
島
を
結
ぶ
島
前
内
航
船
は
、
広
域
連
合

で
は
な
く
島
前
町
村
組
合
が
隠
岐
観
光
株
式

会
社
に
委
託
し
て
運
航
し
て
い
る
。

隠
岐
汽
船

―
本
土
と
隠
岐
を
結
ぶ
唯
一
の
旅
客
航
路
事
業
者

隠
岐
汽
船
株
式
会
社
の
本
社
は
、
西
郷
港

す
ぐ
の
場
所
に
あ
る
。
離
島
航
路
を
運
航
す

る
船
会
社
は
全
国
に
多
数
あ
る
が
、
隠
岐
汽

船
は
規
模
の
大
き
い
航
路
運
航
事
業
者
で
離

島
に
本
社
を
構
え
て
い
る
数
少
な
い
会
社
の

一
つ
で
あ
る
。

同
社
へ
は
、
隠
岐
四
カ
町
村
と
民
間
企
業

が
出
資
し
て
い
る
。
本
土
と
隠
岐
各
島
を
結

ぶ
唯
一
の
旅
客
航
路
の
運
営
を
担
っ
て
お
り
、

現
在
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
三
隻
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ

ォ
イ
ル
一
隻
を
運
航
し
て
い
る
。
離
島
航
路

補
助
対
象
（
本
号
三
六
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
は
な
い

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
厳
し
い
経
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
国

際
的
な
原
油
高
と
円
安
に
よ
り
、
総
経
費
に

占
め
る
燃
料
費
の
割
合
が
過
年
度
の
二
〇
パ

ー
セ
ン
ト
ほ
ど
か
ら
、
令
和
四
年
度
に
は
二

隠岐広域連合が運営する隠岐病院（提供：隠岐広域連合）。
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ラ
ム
缶
（
二
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
）
で
九
～
九
・
五

本
分
の
燃
料
を
消
費
し
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
は

同
四
・
五
～
五
本
分
に
な
る
の
で
、
航
路
経

営
に
お
け
る
固
定
経
費
と
し
て
の
燃
料
費
は

莫
大
だ
と
い
え
る
。
な
お
、
隠
岐
航
路
の
ジ

ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
は
年
間
旅
客
一
五
万
人
が

採
算
ラ
イ
ン
だ
が
、
現
在
は
一
〇
万
人
ほ
ど

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
国
庫
補
助
対
象
航
路

で
は
な
い
も
の
の
県
や
隠
岐
四
町
村
の
多
様

な
支
援
が
航
路
維
持
の
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
最
近
で
は
珍
し
く
な
っ

た
乗
船
券
購
入
時
に
提
出
す
る「
乗
船
名
簿
」

も
こ
こ
で
は
健
在
で
、
同
社
の
営
業
戦
略
上

重
要
な
デ
ー
タ
に
な
る
と
い
う
。

公
的
組
織
に
よ
る
航
路
政
策
の
検
討
を

改
正
離
島
振
興
法
の
第
一
二
条（
交
通
の
確

保
等
）
に
は
「
離
島
航
路
事
業
の
用
に
供
さ

れ
る
船
舶
で
あ
っ
て
高
速
度
で
安
定
的
に
航

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
そ
の
他
の
船
舶

の
新
造
及
び
更
新
に
対
す
る
支
援
」
が
明
記

さ
れ
た
。離
島
航
路
事
業
者
に
共
通
し
て
、こ

れ
ま
で
も
弱
か
っ
た
財
政
基
盤
が
コ
ロ
ナ
禍

で
ま
す
ま
す
脆
弱
に
な
っ
て
い
る
。
過
疎

化・高
齢
化
の
進
む
離
島
の
市
場
規
模
で
、航

路
事
業
そ
の
も
の
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
固
定
費
（
な
か
で
も
ウ
エ
イ
ト
の
高
い
船
舶

建
造
お
よ
び
燃
料
費
）
の
圧
縮
が
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
の
問
題
解
決
に
向
け
て
は
、
隠
岐
航

路
の
よ
う
に
船
舶
は
公
的
支
援
の
下
で
調

達
・
新
造
す
る
方
式
が
有
用
で
、
他
の
航
路

に
お
い
て
も
今
後
は
公
設
民
営
が
進
展
し
て

い
く
と
推
察
さ
れ
る
。

加
え
て
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
新
建
造
に
お
い
て
は
、

そ
の
船
価
の
高
さ
か
ら
個
別
の
事
業
者
対
応

で
は
難
し
く
、
も
は
や
国
レ
ベ
ル
で
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
独
立
行
政
法
人

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の
よ

う
な
公
的
組
織
「
離
島
航
路
就
航
船
舶
保
有

機
構
（
仮
称
）」
を
設
立
し
、
そ
こ
が
建
造
・

所
有
し
、
事
業
者
に
リ
ー
ス
（
建
造
費
︱
補
助

金
︱
金
利
負
担
で
算
出
）
す
る
と
い
っ
た
政
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

航
空
業
界
に
お
け
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会

社
）
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
ま
で
規
格
統
一

し
、
地
理
的
条
件
や
島
の
規
模
あ
る
い
は
海

象
条
件
の
似
通
っ
た
航
路
に
就
航
す
る
船
舶

を
、
同
時
に
複
数
建
造
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト

西郷港に停泊中のジェットフォイル「レインボージェット」。
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を
下
げ
、
共
同
で
代
船
を
確
保
す
る
な
ど
の

合
理
化
を
追
求
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
担
い
手
不
足
は
造
船

業
界
も
例
外
で
は
な
い
の
で
、
将
来
を
見
据

え
た
戦
略
を
練
っ
て
お
く
必
要
も
あ
る
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー「
ひ
ま
り
」

―
商
品
を
本
土
並
み
の
価
格
で

隠
岐
の
島
町
役
場
か
ら
北
西
へ
国
道
を
少

し
進
ん
だ
場
所
に
、
町
民
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
食
料
品
や
日
用
品
、
家
電
な

ど
の
生
活
必
需
品
を
揃
え
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
り
」
が
あ
る
。

 「
ひ
ま
り
」
を
運
営
す
る
株
式
会
社
ヤ
マ
ダ

ヤ
の
新し

ん

宮ぐ
う

貴
司
社
長
は
、
隠
岐
の
生
ま
れ
育

ち
で
、
昭
和
五
二
年
二
七
歳
の
と
き
同
社
を

創
業
。
現
在
は
島
内
外
で
従
業
員
・
パ
ー
ト

あ
わ
せ
て
一
五
〇
人
を
雇
用
し
て
い
る
。
主

な
事
業
内
容
は
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト「
ひ

ま
り
」
を
隠
岐
の
島
町
と
松
江
市
大
庭
町
に

出
店
。
家
電
販
売
事
業
と
し
て
家
電
量
販
店

「
エ
デ
ィ
オ
ン
」の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店「
エ

デ
ィ
オ
ン
隠
岐
」
を
経
営
す
る
ほ
か
、
Ｏ
Ａ

機
器
販
売
・
修
理
、
文
具
・
事
務
用
品
販
売
、

「
ア
ス
ク
ル（
事
務
用
品
を
中
心
と
す
る
大
手
通
信

販
売
会
社
）」
の
正
規
取
扱
販
売
店
と
し
て
オ

フ
ィ
ス
用
品
の
通
販
な
ど
多
角
的
に
事
業
展

開
し
て
い
る
。新
宮
社
長
の
モ
ッ
ト
ー
は「
本

土
並
み
の
価
格
で
商
品
を
販
売
し
、
島
で
の

暮
ら
し
を
少
し
で
も
楽
に
し
た
い
」
で
あ
る
。

「
ひ
ま
り
」
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
「
Ｃシ

ジ
シ
ー

Ｇ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
」
に
加
盟
し
て
い
る

た
め
、
グ
ロ
ー
サ
リ
ー
な
ど
は
本
土
並
み
の

価
格
で
販
売
で
き
て
い
る
と
い
う
。
ち
な
み

に
Ｃ
Ｇ
Ｃ
加
盟
社
（
全
国
の
中
堅
・
中
小
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
約
二
百
社
・
四
千
店
舗
）
の
売
上

規
模
は
五
兆
円
に
の
ぼ
り
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ

（
七
兆
円
）
や
イ
オ
ン
（
六
兆
円
）
グ
ル
ー
プ
に

匹
敵
す
る
規
模
と
い
え
る
。

本
土
か
ら
隠
岐
の
島
町
へ
の
必
需
品
の
配

送
は
、
一
一
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
チ
ャ
ー
タ
ー

す
る
。
年
間
の
輸
送
費
は
六
千
万
円
ほ
ど
で
、

食
品
の
売
上
の
約
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
長
所
と

し
て
、
店
舗
ま
で
輸
送
費
を
チ
ェ
ー
ン
本
部

が
負
担
す
る
商
品
も
多
い
た
め
、
本
土
に
負

け
な
い
価
格
で
の
販
売
が
で
き
て
い
る
。
復

路
の
ト
ラ
ッ
ク
に
は
、
帰
り
荷
と
し
て
本
土

へ
出
荷
す
る
「
隠
岐
ネ
ギ
」
を
積
む
な
ど
の

輸
送
効
率
を
高
め
る
工
夫
を
行
な
っ
て
は
い

る
が
、
商
品
全
体
を
み
る
と
本
土
と
比
較
し

て
一
割
く
ら
い
の
価
格
高
に
な
っ
て
し
ま
う
。

松
江
と
隠
岐
の
「
ひ
ま
り
」
の
価
格
差
一
〇

円
が
海
上
運
賃
分
に
あ
た
る
と
い
う
。
な
お
、

島
前
地
区
は
島
後
と
比
べ
て
人
口
規
模
も
小

さ
く
、
商
業
取
引
形
態
や
供
給
方
法
も
違
う

た
め
、
さ
ら
に
物
価
は
高
い
よ
う
で
あ
る
。

今
後
、
経
営
上
で
大
き
な
影
響
が
出
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
が
、
本
年
六
月
か
ら
の

電
気
料
金
の
大
幅
値
上
げ
（
中
国
電
力
は
平
均

約
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ト

ラ
ッ
ク
業
界
の
「
二
〇
二
四
年
問
題
」
に
い

か
に
対
応
す
る
か
も
課
題
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
勤
務
時
間
短
縮
に
よ
り
商
品
の
配
送
が
滞

る
と
い
う
。
物
流
は
過
疎
地
や
離
島
な
ど
事

業
規
模
が
小
さ
い
と
こ
ろ
が
よ
り
悪
影
響
を
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受
け
や
す
く
、
小
規
模
店
舗
な
ど
で
は
商
品

供
給
が
困
難
な
状
態
に
陥
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
て
い
る
。

物
流
コ
ス
ト
に
対
す
る
支
援
の
検
討
を

離
島
振
興
に
お
い
て
は
、
過
去
数
十
年
に

わ
た
り
形
の
あ
る
も
の
（
ハ
ー
ド
）
が
求
め
ら

れ
整
備
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
形
は
な

い
が
地
域
の
存
続
の
た
め
に
必
要
な
支
援

（
ソ
フ
ト
）
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
一
つ
が
、
新
し
い
離
島
振
興
を
考

え
る
上
で
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
物
流
コ
ス
ト

（
特
に
海
上
輸
送
費
）
に
対
す
る
支
援
で
あ
る
。

「
ひ
ま
り
」
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ

ー
ン
加
盟
店
は
、
契
約
上
、
運
賃
元
払
い
で

商
品
を
本
部
が
負
担
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、

小
型
店
舗
や
個
人
商
店
し
か
存
在
し
な
い
よ

う
な
離
島
に
お
い
て
は
、
住
民
生
活
を
守
る

た
め
に
も
公
的
に
輸
送
費
低
減
を
支
援
し
、

物
流
網
を
確
保
す
る
と
い
う
視
点
が
必
須
で

あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
鹿
児
島
や
沖
縄
の
離
島
の
集

落
に
み
ら
れ
る
「
共
同
店
」
の
よ
う
な
仕
組

み
も
想
定
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。近
年
、減

少
を
続
け
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
存
続
の
た

め
、
都
市
部
で
は
コ
ン
ビ
ニ
と
給
油
所
の
併

設
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。
過
疎
地
や
離
島

に
お
い
て
も
共
同
店
と
給
油
所
の
併
設
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

島
根
県
隠
岐
支
庁
が
実
施
し
た
「
隠
岐
の

物
価
・
物
流
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、

「
物
価
高
の
一
番
の
要
因
は
海
上
輸
送
費
」と

の
回
答
が
多
く
、「
居
住
地
決
定
に
物
価
が
影

響
す
る
」
と
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。離

島
振
興
法
第
一
条
（
目
的
）
に
は
従
前
よ

り
「
人
の
往
来
及
び
生
活
に
必
要
な
物
資
等

の
輸
送
に
要
す
る
費
用
が
他
の
地
域
に
比
較

し
て
多
額
で
あ
る
状
況
を
改
善
」
が
明
記
さ

れ
て
お
り
、
今
回
の
改
正
で
は
、
第
一
七
条

の
六
（
小
規
模
な
離
島
へ
の
配
慮
）「
小
規
模
な

離
島
の
島
民
が
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必

要
な
環
境
の
維
持
」
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
「
離
島
の
ガ

ソ
リ
ン
流
通
コ
ス
ト
対
策
事
業
（
本
号
五
〇
ペ

ー
ジ
参
照
）」
が
平
成
二
三
年
度
か
ら
始
ま
り
、

同
二
五
年
度
か
ら「
離
島
活
性
化
交
付
金（
同

二
五
ペ
ー
ジ
参
照
）」に
よ
る
戦
略
産
品
の
輸
送

費
支
援
が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
生
活
必
需

物
資
の
輸
送
費
に
対
す
る
補
助
も
必
要
と
な

っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
全
国
的
に
は
、

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
負
担
軽
減

措
置
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

隠
岐
の
現
況
を
鑑
み
る
と
、
島
前
の
小
規

模
な
離
島
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
の
政
策
的

後
押
し
が
な
け
れ
ば
輸
送
す
る
こ
と
す
ら
困

難
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
今

後
の
離
島
振
興
と
い
う
よ
り
、
有
人
国
境
離

島
の
地
域
社
会
を
維
持
す
る
上
で
輸
送
費
支

援
は
必
然
か
も
知
れ
な
い
。
国
境
域
に
人
が

住
み
続
け
る
た
め
（
人
を
呼
び
込
む
た
め
）
に

は
、
本
土
よ
り
も
住
み
や
す
さ
が
求
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

離
島
の
物
価
高
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で

は
な
く
、
以
前
か
ら
ず
っ
と
本
土
よ
り
高
か
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っ
た
。
た
だ
、
か
つ
て
は
第
一
次
産
業
を
中

心
に
、
都
市
部
の
会
社
員
に
比
べ
て
概
し
て

地
方
の
自
営
業
者
の
方
が
収
入
は
高
か
っ
た

た
め
顕
在
化
し
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
し

か
し
、今
日
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、著

し
く
定
住
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

人
材
不
足
の
解
消
に
向
け
て

改
正
離
島
振
興
法
で
は
、
第
一
条
（
目
的
）

に
「
離
島
と
継
続
的
な
関
係
を
有
す
る
島
外

の
人
材
も
活
用
」
が
明
記
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る

「
関
係
人
口
」の
よ
う
な
人
材
を
巻
き
込
ん
で

い
く
と
い
う
視
点
が
加
え
ら
れ
た
。

最
近
、
全
国
の
離
島
の
現
場
で
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
の
は
、
深
刻
化
す
る
担
い
手
不

足
の
弊
害
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
小
規
模
な
離
島
自
治

体
の
場
合
、
広
域
行
政
は
避
け
て
通
れ
な
い

手
段
で
あ
り
、
地
域
の
安
定
的
な
経
営
の
た

め
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
守
備
範
囲
は
広
が

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
離
島
市
町
村
な
ど
の
職
員
不
足
も
問

題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
解
決
の
た
め
に

は
個
別
採
用
よ
り
広
域
採
用
と
い
っ
た
大
き

な
括
り
で
の
仕
組
み
が
有
効
か
も
知
れ
な
い
。

小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ほ
ど
些
細
な
問
題
で

人
間
関
係
が
こ
じ
れ
、
有
能
な

人
材
の
流
出
を
招
く
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
し
、
欠
員
補
充
に
も

時
間
が
か
か
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
東
京
都
商
工
会
連
合

会
で
は
構
成
す
る
各
市
町
村
商

工
会
事
務
局
職
員
を
す
べ
て
連

合
会
採
用
と
し
て
、
人
事
異
動

の
範
囲
も
連
合
会
加
入
の
全
市

町
村
商
工
会
を
対
象
と
し
て
い

る
。
三
鷹
市
や
国く

に

立た
ち

市
な
ど
多

摩
地
区
の
商
工
会
職
員
が
小
笠

原
な
ど
島
嶼
部
の
商
工
会
に
異

動
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ

る
。小

規
模
な
自
治
体
や
事
業
所

を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
や
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

な
ど
の
制
度
と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
常
に

本
土
だ
け
で
な
く
隣
島
も
含
め
た
島
外
人
材

の
活
用
を
図
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

�

（
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
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